
よ
う
命
令
を
出
し
た
。
し
か
し
仕
事
を
中
止
し
て
い
た
せ
い
も

あ
っ
て
工
場
と
宿
舎
に
散
在
し
て
お
り
何
も
知
ら
な
い
社
員
も
数

多
く
い
た
。
私
は
工
場
に
居
た
の
で
そ
の
命
令
は
聞
い
た
。

数
日
前
貰
っ
た
ば
か
り
の
給
料
が
十
数
万
円
荷
物
と
一
緒
に
ま

と
め
て
宿
舎
に
置
い
て
来
た
の
で
惜
し
か
っ
た
。
実
戦
経
験
の
あ

る
私
は
取
っ
て
こ
う
よ
と
決
心
し
た
。
命
も
惜
し
か
っ
た
。
一
目

散
で
狙
撃
の
あ
っ
た
道
路
を
か
け
抜
け
宿
舎
に
飛
び
込
み
荷
物
を

切
り
さ
き
金
だ
け
を
持
っ
て
工
場
へ
と
戻
っ
た
。
途
中
風
呂
上
が

り
の
姿
で
タ
オ
ル
を
首
に
巻
き
歩
い
て
い
る
人
も
い
た
。
息
せ
き

切
っ
て
引
揚
げ
の
急
を
告
げ
た
が
ふ
り
向
き
は
し
な
か
っ
た
。

工
場
に
■
り
つ
き
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
た
。
鈴
成
り
に

乗
っ
た
自
動
車
は
工
場
の
塀
を
出
た
途
端
、
私
達
の
乗
っ
た
ト

ラ
ッ
ク
は
故
障
し
た
。
予
備
役
曹
長
の
幹
部
が
指
揮
し
て
歩
い
て

低
い
所
を
通
っ
て
逃
げ
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。

宿
舎
の
裏
山
か
ら
は
間
断
な
く
銃
撃
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し

暗
い
せ
い
も
あ
っ
て
誰
も
負
傷
す
る
こ
と
な
く
一
時
間
く
ら
い
で

張
店
に
■
り
着
い
た
。
日
本
軍
は
城
壁
か
ら
一
歩
も
外
へ
は
出
な

か
っ
た
。

会
社
の
幹
部
は
課
毎
に
人
員
を
点
検
し
た
が
二
十
数
人
足
り
な

か
っ
た
。
家
族
持
ち
の
社
員
も
い
た
。
気
の
毒
に
思
っ
た
が
な
ぐ

さ
め
の
言
葉
も
な
か
っ
た
。

張
店
の
事
務
所
で
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
一
夜
を
明
か
し
た
。
翌

日
捕
っ
た
二
十
数
人
が
何
が
し
か
の
荷
物
を
持
っ
て
帰
っ
て
来

た
。
日
本
語
の
分
か
る
朝
鮮
人
二
人
が
丸
腰
で
引
率
し
て
部
隊
本

部
を
訪
れ
引
渡
し
の
証
明
書
を
貰
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
と
聞
き
感

動
し
た
。
こ
れ
が
日
本
軍
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
思
う
と
戦
標

を
覚
え
た
。

其
の
後
破
壊
さ
れ
た
鉄
道
を
青
島
か
ら
修
理
し
て
前
進
し
て
来

た
日
本
軍
の
合
間
を
ぬ
っ
て
青
島
に
■
り
着
き
ア
メ
リ
カ
の
リ
バ

テ
ィ
貨
物
船
で
佐
世
保
に
上
陸
、
広
島
、
東
京
の
焼
け
野
が
原
を

通
っ
て
真
白
な
雪
の
北
海
道
に
着
い
た
の
は
十
二
月
の
始
め
だ
っ

た
。

病
弱
の
む
す
こ
を
抱
え
て　 

兵
庫
県
　
田
渕
賢
太
郎
　 

昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変
に
召
集
さ
れ
、
鳥
取
歩
兵
四
十



連
隊
に
入
隊
、
八
月
北
支
に
派
遣
さ
れ
一
線
部
隊
で
従
軍
、
十
四

年
に
現
地
満
期
除
隊
、
華
北
交
通
㈱
に
就
職
、
太
鉄
局
勤
務
、
十

八
年
、
妻
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
帰
国
、
十
九
年
同
伴
渡
支
。
五
月
、

現
地
駐
屯
部
隊
に
教
育
召
集
、
一
か
月
入
隊
、
六
月
妻
子
と
と
も

に
赴
任
、
会
社
近
く
の
契
約
社
宅
に
入
居
、
い
ち
お
う
平
穏
な
る

日
々
。

敗
戦
で
事
態
は
一
変
、
婦
女
子
は
外
出
禁
止
。
会
社
は
中
国
側

と
地
位
逆
転
。
退
社
時
は
、
所
持
品
検
査
を
受
け
る
状
態
。
い
つ

に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
引
揚
げ
の
た
め
、
物
品
を
売
る
。
足
元
を

見
ら
れ
て
買
い
た
た
か
れ
、
と
き
に
は
品
物
を
持
ち
去
ら
れ
た
こ

と
も
。

十
二
月
初
め
引
揚
げ
決
定
、
必
需
品
を
ま
と
め
、
太
原
引
揚
げ

者
収
容
所
へ
。

十
二
月
末
、
石
家
荘
収
容
所
へ
移
動
。
仮
設
兵
舎
の
跡
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
、
防
寒
設
備
は
悪
く
、
手
持
ち
衣
料
で
は
寒
い
。
特

に
幼
児
は
カ
ゼ
を
こ
じ
ら
せ
、
肺
炎
と
な
り
、
死
亡
一
日
七
体
火

葬
も
。
そ
の
う
ち
、
私
が
肺
炎
と
な
り
、
熱
は
高
く
、
胸
が
焼
け

る
よ
う
に
苦
し
い
。
牛
肉
で
湿
布
す
る
と
良
い
と
聞
き
、
二
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
厚
切
り
の
肉
四
枚
大
枚
を
支
出
し
て
二
回
湿
布
す
る

も
効
果
な
し
。
妻
が
温
湿
布
が
良
い
と
聞
い
て
き
て
タ
オ
ル
二
枚

を
縫
い
重
ね
て
二
組
作
り
、
飯
ご
う
で
煮
沸
し
、
背
中
胸
に
巻
き
、

そ
の
上
に
油
紙
、
乾
タ
オ
ル
で
巻
く
。
二
時
間
で
、
温
度
が
下
が

る
。
取
替
え
な
け
れ
ば
効
果
が
無
い
。
夜
間
、
屋
外
で
あ
か
り
を

漏
ら
し
て
は
危
険
な
の
で
、
妻
は
段
ボ
ー
ル
で
囲
い
を
つ
く
り
、

危
険
を
冒
し
て
湿
布
を
続
け
て
く
れ
た
。
二
時
間
置
き
で
、
夜
寝

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
翌
日
効
果
が
現
れ
始
め
た
。
胸
の
苦
し
さ

が
除
々
に
消
え
、
熱
も
下
が
り
、
楽
と
な
る
。
数
日
で
元
気
回
復
、

一
命
助
か
る
。
二
十
一
年
一
月
豊
台
収
容
所
へ
移
動
、
貨
物
列
車

で
途
中
保
定
駅
で
停
車
中
、
中
国
兵
が
二
人
拳
銃
を
突
き
つ
け
侵

入
、
皮
製
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
た
た
い
せ
つ
な
衣
類
を
持
ち
去
ら
れ

た
。
豊
台
収
容
所
は
、
糧
沫
倉
庫
跡
で
換
気
が
悪
く
、
食
糧
も
半

分
が
高
梁
飯
、
十
か
月
に
満
た
な
い
わ
が
長
男
は
、
水
疱
瘡
が
悪

化
、
気
管
支
肺
炎
に
。
幸
運
に
も
日
本
軍
医
が
い
た
の
で
、
手
厚

い
治
療
を
受
け
る
。
快
方
に
向
か
う
が
、
完
治
せ
ず
、
帰
国
の
た

め
の
検
診
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
発
熱
不
合
格
。
民
間
人
引

揚
げ
が
最
後
と
な
り
、
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
、
天
津
収
容

所
へ
。
四
月
二
十
七
日
、
柳
行
李
に
子
ど
も
を
入
れ
、
両
端
に
紐

を
つ
け
て
首
に
吊
る
し
て
移
動
。
天
津
の
検
診
で
や
っ
と
合
格
。



翌
三
十
日
所
持
品
検
査
、
妻
が
母
よ
り
も
ら
っ
た
た
い
せ
つ
な
真

珠
の
指
輪
を
中
国
女
子
検
査
官
に
没
収
さ
れ
た
。
ひ
と
り
千
円
と

持
て
る
範
囲
の
身
回
り
品
。
余
談
な
が
ら
帰
国
者
が
残
し
た
荷

物
、
フ
ト
ン
だ
け
で
も
三
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
山
が
十
五
以
上
。

首
に
子
ど
も
を
吊
る
し
て
い
る
の
で
荷
物
は
持
て
な
い
。
列
車
に

乗
っ
て
タ
ー
ク
港
へ
、
そ
し
て
乗
船
。
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
の
換

気
は
悪
く
、
長
男
が
ま
た
発
熱
、
幸
運
に
も
医
者
が
お
ら
れ
た
が
、

衰
弱
は
は
な
は
だ
し
く
上
陸
ま
で
持
つ
か
、
子
ど
も
一
人
が
死

に
、
水
葬
さ
れ
た
と
聞
き
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
。
神
仏
の
加
護
を

祈
る
の
み
。

五
月
四
日
、
佐
世
保
沖
に
到
着
。
歓
喜
の
一
瞬
。
五
月
五
日
に

上
陸
。
米
軍
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
消
毒
後
、
婦
女
子
と
荷
物
は
ト
ラ
ッ
ク
で

収
容
所
へ
。
男
は
雨
の
中
、
徒
歩
で
四
キ
ロ
の
山
越
え
し
て
収
容

所
。
翌
日
医
者
に
子
ど
も
を
受
診
、
注
射
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

衰
弱
で
吸
収
さ
れ
ず
、
化
膿
。
五
月
七
日
、
故
郷
兵
庫
県
但
馬
へ
。

妻
の
父
が
神
戸
で
健
在
で
あ
る
と
聞
き
、
三
人
で
神
戸
へ
。
更
に

母
の
疎
開
先
岡
山
県
津
山
へ
。
ま
た
、
長
男
が
発
熱
し
、
小
さ
な

街
の
病
院
に
入
院
。
良
く
良
く
強
い
運
命
か
、
快
方
に
向
か
い
六

月
十
一
日
に
退
院
。

私
は
、
義
父
の
建
築
材
料
商
を
手
伝
う
。
二
十
三
年
、
大
手
造

船
会
社
に
就
職
。
重
労
働
の
た
め
肺
浸
潤
と
な
り
、
二
十
か
月
療

養
、
治
癒
し
て
再
出
勤
、
管
理
部
門
に
転
場
。
五
十
八
年
定
年
退

職
。
さ
ら
に
再
就
職
、
年
金
生
活
現
在
に
い
た
る
。

主
人
を
凶
漢
に
襲
わ
れ

子
供
二
人
と
引
揚
げ
て　 

山
形
県
　
斉
藤
登
代
　 

昭
和
二
十
一
年
五
月
五
日
、
酒
田
市
に
長
女
と
三
女
の
遺
骨
二

つ
を
抱
い
て
引
き
揚
げ
て
き
ま
し
た
。
二
十
一
年
三
月
末
に
な
っ

て
や
っ
と
引
き
揚
げ
が
開
始
さ
れ
ア
メ
リ
カ
の
舟
艇
母
艦
に
積
み

込
ま
れ
天
津
の
タ
ン
ク
ウ
港
よ
り
乗
船
い
た
し
ま
し
た
。
佐
世
保

上
陸
は
二
十
一
年
五
月
一
日
、
酒
田
に
着
い
た
の
は
五
月
五
日
で

し
た
。
故
郷
に
■
り
着
い
た
私
達
は
、
乞
食
よ
り
ひ
ど
い
姿
で
し

た
。
強
度
の
栄
養
失
調
で
、
実
家
に
て
清
浄
な
身
体
に
な
る
ま
で

養
生
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の
幸
い
で
し
た
。

渡
支
の
動
機
。
亡
き
主
人
は
教
員
で
昭
和
十
五
年
三
月
外
務
省




